


































こから日本 いうことばが使われるようになった だろうが、 鷲尾氏の論文は、 大日房能忍が「 （日本）達磨宗」という一宗派を率いたような印象 残し
その後、しばらく研究は途絶えていたようだが、一九七二年、柳田聖山氏は『興禅護国論』を註釈し、その解説の
中で、 『興禅護国論』における「達磨宗」イコール大日房能忍の前提で次のように述べる。







次に、 一九七六年、 一九七七年と高橋秀栄氏は 「大日房能忍と達磨宗に関する史料 （一） 」 （ 『金沢文庫研究』 二二―四）




十五世紀、第三期は十七世紀以降の江戸時代である。特に第一期十三世紀頃までは、いわゆる禅宗を達磨宗とも呼んでいたこと、ま 第一期 ら第二期には達磨大師 法また 教えを「達磨の宗」と呼んで るこ も認識しなくてはならな 。更に 江戸時代の文献はどうも史実に則して真実を厳密 記述した ではなく、ある種 歴史 リメイクしたよう 物語的な要素が含まれていること 確かめられた。
その代表的な史料が『本朝高僧伝』巻十九「摂州三宝寺沙門能忍伝」 （以後、 『本朝 僧伝』 「能忍伝」と略す）である。































































その由来が江戸初期の書写に依拠して る点は、平安末期から鎌倉期の人物 史料として 少々疑問を感じざるを得ない。
次に『本朝高僧伝』 「能忍伝」は曹洞宗と能忍の関係について述べる。


























宝寺史料」の〈７三宝寺御舎利安置之状案〉には「右先師従宋朝伝来、為禅宗重宝師資相承、不可散失矣 建保六年五月十五日弟子定観記之、 在判」 とある。 「先師」 とは亡くなった能忍のことと思われ、 弟子定観が建保六年 一九に記録しているので、能忍は一二一九年五月十五日より前に死亡していることは明らかである。従って、能忍が景清に暗殺された件は全く 作り話で、史実の上からは 能忍 一二〇四年八月上旬から一二一九年五月十五日の間に亡くなったと考えられるだろう。
最後に卍元師蛮は「其の餘、雜書中に忍の事班班として見れり。 」と結んでいる。恐らく師蛮は最初から史実に基











・ 〈１天台真言二宗同異章〉 （一一八八）「達广宗者。是天台四種三昧中常坐三昧、一行三昧也。 」→達磨宗＝禅・ 〈
１６百錬抄〉 （一一九五）













「昔、大日禪師なる者有り。好んで理論を索め、妙に祖意に契う。遂 文治五年の夏、使を宋國に遣わし、法を佛照に請わ令む。 【育王山の長老なり】佛照、印可し祖號を賜う。是に於て禪師、院奏を経て達磨宗を弘む。爰に上人彼の禪室に至り、難じて法門を問う。不斷惑の成佛【宗門の意】 、宗鏡録の三章【標章と問答と引證】 、天台宗の三諦【空假中】 、達磨宗の五宗【
潙
仰宗、臨済宗、雲門宗、法眼宗、曹洞宗】等なり。禪師口を閉じ舌を結び、答
えずして讃じて曰く 汝は是れ文殊師利菩薩、 我を訓えんが為に來れるか云云。禪師の門資【心蓮得業、 三位闍梨】皆な、赧然として輔せざるなり。 」→達磨宗＝禅宗・大日・ 〈
１８正法眼蔵御聞書抄〉 （一三〇三～一三〇八）







するに、臨済家の嗣書、祖師相傳の血脈、六祖普賢の舎利等を以ってし、遠く攝州三寳寺の能忍和尚に授く。敕して深法禪師と諡なす。釋尊五十一世の祖と爲す。此の印信、心印の文有るに依りて、速やかに官裁を請う。師命じて、即ち里居に在って之を開く。八宗の講者たりと雖も、進めて、以て達磨正宗の初祖とし宣下を蒙る。それ自り日本国裏、初めて達磨の宗を仰ぐ。其の法、東山の覺晏上人に授く。晏、越州波着寺 覺禪和尚に附し、禪、義介に附す。此の書并に六祖普賢舎利【一粒】同じく紹瑾長老に寄せ 以て當家洞下嗣書の助證と爲すべし。 」→達磨の宗＝達磨大師 法・ 〈
２１元亨釈書〉 （一三二三）










































象の能忍と『興禅護国論』の「達磨宗」を結びつけるような記述は見られない。もし 能忍が『興禅護国論』に書かれた「達磨宗」の人ならば、栄西を高く評価する師練が栄西の描写した「達磨宗」と能忍の関係について言及されるであろう。加えて、師練は「忍 光の慰寄に詫し、謾いて禪宗を唱う。 」と記し 「達磨宗を唱う」とは言わないのである。
以上の点から、現段階における資料からは、大日房能忍が「達磨宗」という一集団または一宗派を率い いたとす





























































。 「見性成仏義」 とは明らかに金沢文庫所蔵 『見性成仏論』
を指し、日本における禅祖師のことばとして掲載 いる。つまり、 『日蓮遺文』 日本で禅を弘めたのは大日房能忍である、 と明言している と、 日蓮宗において 「禅祖師頌筆」 の一つが 『見性成仏論』 （または 「見性成仏義」 ）
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以上をまとめると、 大日房能忍の禅は 「教外別伝」 であり、 「禅は顕密を超えている」 と表明していた。 『見性成仏論』


















するに、臨済家の嗣書、祖師相傳の血脈、六祖普賢の舎利等を以ってし、遠く攝州三寳寺の能忍和尚に授く。敕して深法禪師と諡なす。釋尊五十一世の祖と爲す。此の印信、心印の文有るに依りて、速やかに官裁を請う。師命じて、即ち里居に在って之を開く。八宗の講者たりと雖も、進めて、以て達磨正宗の初祖とし宣下を蒙る。それ自り日本国裏、初めて達磨の宗を仰ぐ。其の法、東山の覺晏上人に授く。晏、越州波着寺 覺禪和尚に附し、禪、義介に附す。此の書并に六祖普賢舎利【一粒】同じく紹瑾長老に寄せ、以て當家洞下嗣書の助證と爲すべし。 」・ 〈
１０永平室中聞書〉
「又御尋ねに云く「林際下の佛照禅師の嗣書は、 故鑑師これを傳授せりや否や。又た、 儞これを見るや。 」義介曰す。「此の相伝 は嗣書と名づけず、祖師相傳の血脈なり。 」と云云。義介これを拝見せり。仰せ 云く、 「其れをば嗣書と云うなり。 」 （中略）義介曰して言ふ、 「故鑑師、 其 次でに申されて言く 『我聞く、 堂頭和尚に嗣書有りと。 【深草に於いて僧海首座圓寂の因みに、 此の事を聞けり。 】 先年、 拝見し奉りしの時 堂頭和尚示して云く 「尤も然るべし。但だ閑人の障り有り。自然に便宜を期すべし、云云」と これに依りて心中其の事を相ひ待つといえども、虚して一生を終りなんと欲す。生涯の恨み 只だこれに有り。若し汝、佛祖 冥助有 て嗣書を拝見せんの時は 彼の功徳を以て必ず先ず我に回向すべし 我 当 有 東山の邊にこの血脈を うるも 未だ堂頭 嗣書を拝見せざる。もっとも恨みと爲す。我が今傳ふる所の血脈は、唐の阿育王山の住持、佛照禪師より 津 國三寳寺能忍和尚これを相傳せし末なり、云云 』 」・ 〈
２０渓嵐拾葉集〉















































































引いていたはずである。それでは、何故「事」の部分で密教的要素が残されたのか？それは、恐らく、思想（ 「理」 ）と現実（ 「事」 ）を分けて考えていたのではないだろうか。思想的 「見性成仏」といい、己の心を見ることでさとることができる、又は「不立文字」といい、経論などの文字に頼る必要はない、と説かれても、実際俗人たちが日々の生活で感じる不幸を取り除くことは困難 ある。現実に悩める人々を救う為に、能忍は密教的な「事」を行っていたのではないだろうか。
最後、 〈
１７成等正覚論〉 については、 石井修道氏が一九七四年に発表された 『成等正覚論』 の訓読及びその分析がある。
筆者は石井氏の論述に加え 要素 持ち合わせ いな が、いくつかの所見を述べる。















よる法話のようなものだとほぼ確定できたわけ が、 『見性成仏論』において、始めに達磨禅 伝来を語り、 「教外別
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察した。その結果、大日房能忍が「達磨宗」という名の一集団または一宗派を首唱していた事実は得ることができなかった。ほとんどが達磨宗と禅宗は同義であるか、 「達磨大師の法または教え」 意として叙述されてい 解かった。また、能忍が弘めたのは であったことも明らかになった。 「達磨宗」という集団を示す史料は〈
１８正法






や道元らのような本格的なものではなく、 『宗鏡録』 、 『景徳






（２）鷲尾順敬［一九三八］ 「大日房能忍の達磨宗の首唱及び道元門下の關係」 （ 『日本及日本人』三三八）（３） 『元亨釈書』 「栄西伝」 、 『百錬抄』 、 『三僧記類聚』 、 『開目鈔』 、 『聖光上人伝 、 「義介之書」 、 「瑩山紹瑾嗣書之助証」 、 「瑞南卜兆の記」 、
『本朝高僧伝』 、 「達磨大師像拙菴徳光讃」 、 「拙菴徳光讃文」 、 「潙山大円禅師警策」 、 『蘆分船』 、 『摂陽奇観』 。
（４）鷲尾順敬［一九三八］ 、一二五～一二六頁。（５）同上、一三二頁。（６）柳田聖山［一九七二］ 「解説 と『興禅護国論』 課題」 （ 『中世禅家の思想』 ） 、四六七～四六八頁。（７）高橋秀栄［一九七七］ 、 一頁、 〈
２８本朝高僧伝〉 。
（８）鷲尾順敬［一九三八］ 、 一 二 。但し、 「少くして講肆に遊ぶ。諸經論を究め、 天生禪を好む。精を礪して工夫し 卒に悟處有り。 」 、
「畿内の緇白、風に歸す者多し。 」 文治己酉の夏」 、 「道號」の語句は「瑞南卜兆の記」にはない。
（
9）能仁晃道［二〇一〇］ 『訓注大円宝国師語録並年譜』 、一六五 、註（５）及び四九一～五五七頁。川上孤山［一九八四］ 『妙心寺
史』 、四二五～四二八頁。
（
10）竹内尚次［一九七六］ 『江月宗玩墨蹟之写（禅林墨蹟鑑定日録）の研究（上） 』 、元三中下⑧。
（
11）高橋氏の論文には〈３拙菴徳光頂相自讃〉として、辻善之助［一九七 ］ 『日本仏教史』中世篇之二、 六二頁に依っている。
（
12） 「村」に関し、 『本朝高僧伝』 「能忍伝」 （ 『大日本仏教全書』 、巻一〇二、 二七三頁下）にはない。 『下條文書』にはある。
（
13） 「飜」に関し、 『本朝高僧伝』 「能忍伝」 （ 『大日本仏教全書』 巻一〇二、 二七三頁下）は「翻」である。 「江月宗玩墨蹟」及び 下條文書』






15）徳永弘道氏は氏の論文「南宋初期の禅宗祖師像について（上） 」 （ 『国華』九二九、 一九七一年）の中で「拙菴徳光頂相自讃」が「大







寺塔頭大通院に秘蔵していた当達磨像を懸けて宮中清涼殿で宗乗を擧唱し、愚堂の弟子瑞南卜兆が記録している。 」 （鷲尾順敬［一九三八］ 、一三五頁。筆者要約）とし、再び「瑞南卜兆の記」に依拠していることが解かる。
（
17）鷲尾順敬［一九三八］ 、一四〇～一四二頁。原田正俊［一九九八］ 『日本中世の禅宗と社会』 、五九～六四頁。
（
18） 『聖光上人伝』は弁長（一一六二～一二三八）の活動を記した後、弁長のその時の歳、つまり「時年」あるいは「行年」と書き、
続けてその年の年号を書き添えている。例えば、 「時年三十六。建久八年丁巳五月上旬」 （ 『続群書類従』第九号上、三〇頁上）は弁長三十六歳の時、つまり一一九八年であり、建久八年（一一九八）である。弁長が能忍に接見した件の後に「行年四十三。元久元年甲子八月上旬」とあるのは弁長四十三歳の時 つまり一二〇四年であり、元久元年（一二〇四）である。能忍は遅くとも一二〇四年八月上旬までは生 ていたことになる。尚、竹内道雄氏は夙に「能忍示寂の 代は明らかではないが、前述のように元久元年 （一二〇四） に弁長と問答し からそれ以後であること 確実である。弁長は四十三歳 った。 」 （ ［一九八二］『永平二祖孤雲懐弉禅師伝』 、六九頁）と明言している。中尾良信氏は竹内氏の能忍示寂の推論について「 （竹内氏は）元久元年に弁長と問答したと推測されるが、 元久元年 次の記事の年記である。 」 （ ［二〇一一］ 「達磨宗の展開と禅籍開版」 『アジア遊学』 、五一頁）としている。しかし、他の部分を見ても著者道光のスタイルは 弁長の活動内容の後に師の歳とその年代を記しているので、中尾氏の解釈には異と感じざるを得ない。
（
19）高橋秀栄氏の収集した『日蓮遺文』三点の他に、 『法門可被申様之事』 （文永元年〈一二六四〉 ） 、 『佐渡御書』 （文永九年〈一二七二〉 ）
にも、 「大日＝禅宗」 なっている。
（
20）宮崎英修氏は「佛陀」を覚晏と考えている。 （ ［一九八三］ 「教機時国鈔の大日仏陀―大日仏陀と大日仏地―」 大崎学報 一三六）
（
21） 『昭和定本日蓮聖人遺文（一） 』 、六一五頁。
（
22） 『昭和定本日蓮聖人遺文（一） 』 、四五三～四五四頁。
（
23）古瀬珠水［二〇〇八］ 『見性成佛論 の基本的性格に関する 考察」 （ 『仙石山論集』四）
 ［二〇一一］ 「金沢文庫蔵『見性成仏論』















29） 『金綱集』と『見性成仏論 の関係については「 『金綱集』における「見性成仏義」について」 （ 『印度学仏教学研究』六一―一、























房能忍の密教的な禅という傾向は、そのまま能忍示寂後も三宝寺で継承されたのである。 」 （中尾良信［二〇〇五］ 『日本禅宗の伝統と歴史』 、一一二頁）と述べている。
（
39）石井修道氏は「夫れ此の宗は、達磨大師の伝うるところの法の故に達磨宗と名づくるなり」と読む。 （石井修道［一九九一］ 『道
元禅師の成立史研究』 、七〇三頁下）
（
40）同上、七〇九頁、七一三頁。
（
41）同上、六五三頁。
（
42）円爾の禅については「兼修禅」などと呼ばれ、何か禅宗以外の教えを混合した雑多な禅のように考えられてきたが、その語録な
どを詳しく読むと、径山で学んできた臨済宗楊岐派の禅そのままを日本で教えていることが解かる。
